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第 12 回アカデミックコンソーシアム横浜⼤会を開催します 
〜共創都市〜パンデミック後の課題解決に向けて 

：⼤学と IACSC の役割を考える〜 

 
 横浜市⽴⼤学は、2021 年 10 ⽉ 16 ⽇（⼟）に、横浜市の主催する第 10 回アジア・スマートシティ会
議と連携し、オンラインハイブリッド⽅式にて第 12 回アカデミックコンソーシアム（IACSC）※1 横浜
⼤会を開催します。 
 アカデミックコンソーシアムとは、2009 年に横浜市⽴⼤学が事務局として設⽴し、アジアトップ⼤学
と協働で都市の課題解決を⽬指す国際学術ネットワークです。国際機関や⾏政等と連携し、共同研究や
教育プログラム等の国際交流を推進しています。 
 本⼤会には、横浜市⽴⼤学をはじめ、アカデミックコンソーシアムメンバー校のマレーシア科学⼤学、
タマサート⼤学（タイ）、フィリピン⼤学、ベトナム国家⼤学、ハサヌディン⼤学（インドネシア）が参
加する予定です。 
 また、⼀般公開される本⼤会の国際シンポジウムにおいて、アジア開発銀⾏の児⽟治美駐⽇代表から
は「豊かでインクルーシブ、強靭で持続可能なアジア・太平洋地域の実現に向けて」、横浜市⽴⼤学デー
タサイエンス研究科 後藤温教授からは「COVID−19 を乗り越え、持続可能な社会をつくるための公衆
衛⽣とデータサイエンスの役割について」と題した基調講演が⾏われます。 
  
＜第 12 回アカデミックコンソーシアム（IACSC）横浜⼤会概要＞ 
(1)⽇ 時：2021（令和 3）年 10 ⽉ 16 ⽇（⼟）9 時 30 分〜17 時 00 分 
(2)開催⽅式：オンラインハイブリッド⽅式（Zoom Webinar）／第１部のみ⽇英同時通訳あり 
(3)発信拠点：横浜市国際局 Y-PORT センター公⺠連携オフィス GALERIO ※2（予定） 
(4)⼤会全体テーマ： 

“Co-creating Solutions to Urban Challenges beyond the Pandemic: Reimagining the role of higher 
education and IACSC”  

「共創都市〜パンデミック後の課題解決に向けて：⼤学と IACSC の役割を考える」 
(5)アカデミックコンソーシアム（IACSC）参加機関・参加予定者数： 

マレーシア科学⼤学、タマサート⼤学（タイ）、フィリピン⼤学、ベトナム国家⼤学、ハサヌディン
⼤学（インドネシア）、横浜市⽴⼤学より学⽣及び教職員約 100 名が参加予定 

(6)後援（予定）：アジア開発銀⾏、横浜市、シティネット横浜プロジェクトオフィス 
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(7)プログラム： 
第１部：国際シンポジウム（市⺠公開／⽇英同時通訳あり） 
※申し込み URL：https://zoom.us/webinar/register/WN__CM1rnygSoSL0vuLukG_PQ 
9:30～ 開会宣⾔：太⽥ 塁 グローバル都市協⼒研究センター⻑（横浜市⽴⼤学） 
9:35～ オープニングメッセージ：相原 道⼦ 学⻑（横浜市⽴⼤学） 
9:40～ IACSC の 12 年間の取り組みについて：井村 秀⽂ 学⻑補佐（横浜市⽴⼤学） 
10:00～ 基調講演：アジア開発銀⾏(ADB) 児⽟ 治美 駐⽇代表（駐⽇代表事務所） 

タイトル：Towards a Prosperous, Inclusive, Resilient, and Sustainable Asia and 
 the Pacific

10:20～ 基調講演：データサイエンス研究科ヘルスデータサイエンス専攻⻑ 
後藤 温 教授（横浜市⽴⼤学） 

タイトル：Roles of Public Health and Data Science in Building Sustainable Society
 beyond COVID-19

10:40～ 質疑応答、休憩 
11:00～12:30 パネルディスカッション： 

パネリストによるショートスピーチとパネルディスカッション  
・モデレーター：井村 秀⽂ 学⻑補佐（横浜市⽴⼤学） 
・パネリスト： 
IACSC の振り返り：Ngai Weng Chan 教授（マレーシア科学⼤学） 

Damasa B. Magcale-Macandog 教授（フィリピン⼤学）
Dang Nguyen Thien Huong 講師（ベトナム国家⼤学） 

IACSC への期待：横浜市国際局 橋本 徹 局⻑ 
横浜市温暖化対策統括本部 奥野修平 副本部⻑ 

今後の抱負：国際教養学部⻑ 鈴⽊ 伸治 教授 (横浜市⽴⼤学) 
Andi Masyitha Irwan 助教（ハサヌディン⼤学） 
医学部看護学科 筒井 真優美 特別契約教授（横浜市⽴⼤学）

第２部：国際学⽣フォーラム（横浜市⽴⼤学および海外⼤学学⽣による交流フォーラム） 

13:30〜  
テーマ：SDGs および New Urban Agenda 実現に向けた今後の都市づくりへの学⽣提案 
・⼤学混成 5 チーム約 30〜35 名が事前に議論し、審査会（10/10）で選抜された２チームが発表
・参加⼤学：タマサート⼤学、ベトナム国家⼤学、ハサヌディン⼤学、横浜市⽴⼤学 

第３部：アカデミックコンソーシアム横断プロジェクト⽴ち上げに関するシンポジウム 
14:00～  

⽬的：国際共同研究に向けた領域横断的な研究テーマについてディスカッション 
発表テーマ： 

・コロナ禍の下でのオンライン・グローバル教育【横浜市⽴⼤学】 
・ポスト・コロナにおいて持続可能な都市を実現するための 

アジア都市の政策⽴案指標の⽐較研究【横浜市⽴⼤学】 
・アジア都市の持続可能性評価のための分析フレームワークの開発【フィリピン⼤学】 
・気候変動への適応としてのスポンジ・シティの役割【マレーシア科学⼤学】 
・各国における障がい者雇⽤・就労⽀援【横浜市⽴⼤学】 
・全体討論 

17:00 閉会 
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＜参考＞ 
※1 アカデミックコンソーシアム（International Academic Consortium for Sustainable Cities：IACSC） 

アジアトップ⼤学と協働で都市の課題解決を⽬指す国際学術ネットワーク。国際機関や⾏政等と 
連携し、共同研究や教育プログラム等の国際的な学術交流を実施している。（事務局は横浜市⽴⼤ 
学／2009 年設⽴） 

 
※2 GALERIO 横浜国際協⼒センター6 階（横浜市⻄区みなとみらい 1-1-1） 

国内外の関係者との会議やセミナー等を開催し、横浜の都市づくりの実績や強みを紹介するため、  
通信機能や VR コンテンツを備えた情報発信拠点を、Y-PORT（横浜の資源・技術を活⽤した公⺠連   
携による国際技術協⼒）センターの活動拠点である公⺠連携オフィスに整備。 

 
＜アカデミックコンソーシアム（IACSC）⼤会開催の実績＞ 

2010 年 8 ⽉ 第 1 回 横浜市⽴⼤学（横浜） 
2011 年 9 ⽉ 第 2 回 マレーシア科学⼤学（ペナン） 
2012 年 9 ⽉ 第 3 回 タマサート⼤学（バンコク） 
2013 年 9 ⽉ 第 4 回 フィリピン⼤学（マニラ） 
2014 年 9 ⽉ 第 5 回 ベトナム国家⼤学（ホーチミン） 
2015 年 9 ⽉ 第 6 回 横浜市⽴⼤学（横浜） 
2016 年 9 ⽉ 第 7 回 マレーシア科学⼤学（ペナン） 
2017 年 9 ⽉ 第 8 回 タマサート⼤学（バンコク） 
2018 年 9 ⽉ 第 9 回 フィリピン⼤学（マニラ） 
2019 年 8 ⽉ 第 10 回 ハサヌディン⼤学（インドネシア・マカッサル） 
2020 年 11 ⽉ 第 11 回 ベトナム国家⼤学（ホーチミン）※オンラインハイブリッド開催 
2021 年 10 ⽉ 第 12 回 横浜市⽴⼤学で開催（横浜）  ※オンラインハイブリッド開催 
2022 年   第 13 回 マレーシア科学⼤学（ペナン）で開催予定 

 
＜第 10 回アジア・スマートシティ会議（Asia Smart City Conference：ASCC）について＞ 
 経済成⻑と良好な都市環境の両⽴を⽬指し、アジア諸都市、政府機関、国際機関、学術機関及び⺠間
企業等が会する国際会議。各都市の課題や成⻑ビジョン、⺠間企業や学術機関による⾰新的ソリューシ
ョンの提案、公⺠連携を資⾦⽀援する国際機関の施策等、世界の知⾒を共有し、新たなビジネスチャン
スに繋げることも⽬的とする。 

(1)⽇時：2021（令和 3）年 10 ⽉ 26 ⽇(⽕)〜28 ⽇(⽊)  
(2)全体テーマ：カーボンニュートラルの実現に向けた都市間連携によるスマートシティ 

〜コロナ時代の展望〜 
(3)主催： 横浜市  

共同運営： アジア開発銀⾏研究所(ADBI) 、世界銀⾏東京開発ラーニングセンター(TDLC) 
後援（予定）： 内閣府、外務省、財務省、国⼟交通省、環境省、国際協⼒機構（JICA）、 

シティネット、スマートシティ・インスティテュート、地球環境戦略研究機関（IGES）、  
横浜市⽴⼤学 

(4)アジア・スマートシティ会議についてのお問合せ先 
横浜市 国際局国際協⼒課 国際技術協⼒担当課⻑ 中村 恭揚 Tel 045-671-4393   

 


